



は、仕上げた原稿はいつも真っ先に母・倭文重に見せていたという。倭文重は、いっ いどのような思いで、大蔵省を辞し作家として立つ覚悟で執筆された『仮面 告白』を受け止めたのであろうか。溺愛してやまない最愛の息子に、同性愛的な傾向があることを、薄々は感づい いたのか。また、母が最初の読者であることを自覚 ていながら、三島もなぜこのような「告白」を しえたのであろうか。「聖セバスチャン」との遭遇による初めての精通経験を、母に向けて書くことがなぜ出来たのであろうか。 は読み続けることは出来たのだろうか。素朴な疑問がある。
結論を先走って述べると、三島は『仮面の告白』を書くことで、






産湯に浸かる主人公は、特別な存在としてこの世に生を受けた。その光景を見たと言いはるほどの強烈な自意識の持ち主であった。お湯を「水」と敢えて表現している は、主人公の周囲を取り囲む豊かな水は、ナルシスの水鏡を意味しているからであろう。彼は、生まれながら ナルシスト して誕生しているのだ。
主人公が子供のころ、 出生の記憶があるというと大人たちは、 「あ





















改めて自身の誕生について 客観的描写が続く。 「古い箪笥のやうにきしむ家」に嫁いだ母親は「かよわ」く「美しい花嫁」であり、姑に息子を奪われ取り返すことは出来なかっ 。そ ため「病気と老いの匂ひに せかへる 醜悪な空間で、美しい母と密着した時間を遠くに憧れながら成育してゆく。 「狂ほしい詩的な魂」 持ち主である祖母の支配下で、母 ら引き離され いるからこそ 母は追いかけたい存在であり、実際一歳になるか らな かの時、追いかけて行って階段から落ちて 危うい経験をしている。
やがて主人公は人生をある意味決定づける汚穢屋と邂逅する。そ
の場に導いたのが女であることが繰り返し「女の人に手を引かれ」「女は私の手を強く引いて」などと強調される。産む性を抱えた女性は、 「大地」や「根」につながる存在だ。三島は「私は、法律よりももっと広い広大な社会的習慣、旧習慣そのものに、 性的諸力を見る のである。それは歴史の奥深 ま つづいていて つ には土着のものにつながっている
⑵
。 」とも述べており、大地に深く根
差した女性の生命力の逞しさや、旧習慣 寄り添っているがゆえの揺らがなさ 強調している。ここに女性に対する軽侮と畏怖 見とれる。
つまり、 「根の母」が、後に主人公を苦しめる同性愛的な傾向を










後には、天一の愛人となり、アメリカや欧州での興行によって芸をより洗練させ、天一死後は、自分の一座を苦労の末立ち上げたという。大正時代の三大美人に挙げられる等、人気は高く、数奇な生涯を辿った手妻使いである。フランスでは 貴族に見初められたこともあったほどの美貌の持ち主だ たようだ。 「亡命貴族 うな」との描写はその うな一面を また「沈鬱」 「女丈夫らしい」は苦労の多かった天勝の生涯を象徴している。天勝 本質を突いた的を射ている表現だ。主人公にとって天勝の舞台は、 「光輝」と「秘密に満ちた「夜」が現前したも だ た。 「
安物
のみが発する思ひ切
つた光輝に身を委ねた贋造の衣裳」とあるように、まがい物で身包み、自分の存在その の 覆い隠し、別 人間にな ―扮装の喜びを、主人公に知らしめた。
主人公が天勝をまねるのは、異性装への興味というよりは、主に
偽物になりたいとの変身願望であろう は 祖母の部屋 囚人として生活するうち、現実にはない に憧れ、童話の世界によりリアリティを見いだしていた。現実の空間に突如具現化した 空
想の世界にしか存在し得なかったまがい物の怪しい舞台に引き込まれるのは当然だ。まして贋物で自分の本質を隠し別の人間になれるのだから「扮装」に魅了されても不思議はない。後に三島は「扮装狂⑷
」で、 「僕はキラキラした安つぽい挑発的な儚い華奢なもの『す
べてを愛した。 』 」と述べ「僕は又、天勝の奇術舞踏に出てくる大ぜいの薔薇の騎士 ちを愛した。彼女達 楽屋 も、日常の生活の上でも、あの危険な、誤魔化しにみちた、侘 く絢爛な 表情と身振りとを、決し 忘れまいと思われた。そこに 幼児の僕にとって禁断の書物であった講談倶楽部やキングに出てくる血みどろの挿絵のような、美しい生き方がされている だと僕は疑わなかった。長い剣が触れ合うたびごとに本当に紫や赤 火花がとびちり、銀紙や色ブリキで作られた衣裳が肉感的にゆすぶ れ乍らキラキラきらめきわたるのをみて、僕は自分の胸がどうし こんなに高鳴るのか分らなかった。 」と続けている。
主人公が天勝の舞台に憧れるもう一つの理由は、ここに見られる







私の熱狂は、自分が扮した天勝が多くの目にさらされてゐるといふ意識に集中され、いはば だ私自身をしか見てゐなかつた。しかし とした加減で、私は母の顔を見た。母はこころもち青ざめて、放心したやうに坐つてゐた。そして私と目が合ふと、その目がすつと伏せられた。私は了解 。涙 滲んで来た。
また、前出「扮装狂」では、母の拒絶にあった衝撃がより幼い表
現で語られている。




とは思えない狂気を感じたからであろう。この子供の中に宿っている破滅への衝動とは言えないまでも、何か正常さとはかけ離れた熱情に、母までが正視できなかっ のだ。それほどに主人公には倒錯した狂気があった。その後は「父母の目を盗んで」扮装に身をやつすようになった ある が、倭文重の「暴流のごとく
⑸
」には、三島
はよく母の前でも、 「シーツやショール、ボタン 造花」を身につけ、「蛇に嚙まれてもだえるクレオパトラを演」じたりしており、 「天勝














































い痩形の未亡人」から「遊びに来てくれ」との伝言を別の友人に宛てて頼まれ 主 公がその旨を伝えると その友人が「貴様もが悪くなりやがつたなあ。意味深な笑ひ方なんかしやがつ 」と言い、顔を「羞恥で真赧」にするのを見て、主人公は愕然する。自分には、このような異性への興味関心が全く欠如し いるこ に気付かされたからだ。
以降「意識の操作」を積極的に行う。 「好色家」を装い、バスの
女車掌に対して「あ 制服さ。あ 体にぴつたりしてゐるところがいいんだろう」と類推で言い放ったりすると、友人達は「 「君つて相当なも ねえ 称賛して れる 母から承認されない以上、母の望む人間になるためにも 共同体において承認され ことが、
― ―182
主人公の当為だ。三島は先の「扮装欲」の中で、近江の前身であろうブラと仇名される人物と、こ ようなやり取りをさせている。
　「平岡！貴様接吻したことある？」僕は後ろから来ていきなり目をふさがれたような気持であった。僕はもうドキドキが止まらなくなってしまった。上ずった声で僕は返事をせずにはいられなかった。 「いや、ないんだ、一度も」 「フン」とブラ 感興がなさそうに云った。 「面白くもなんともないぜ。やってみりやあね」
またブラへの思いは、 「扮装欲のわづかな変形」だとも述べてい




「下手なピアノの音を私はきいた。 」それは「 『日常的なもの』の、一種不出来なもどかしい美しさ」であったという。主人公に って
「宿命的なものとなった」とある、その展開を確認したい。
主人公にも徴兵の影は差していたのだが、入隊検査ではこじらせ







Ｍ市まで出かける園子一家と待合せの朝、園子は「む うの階段を青いオーヴァー」を着て降りてきた。そ 様子を見た主人公 激しく動揺する。
　
最初の一瞥からこれほど深い・説明のつかない・しかも決し








れず、自身が正常な男性では いと結論付けてしまい、うちのめされる。しかし、不自然 計算と緊張の中で、自分の無自覚な肉体的な反応を確認するという、実験そのも が無理 設定なのだか 、この結果は当然ではある。しかし、そのような冷静な判断ができないほど 当為に主人公 駆られていたの あろ 。
軽井沢からうちひしがれて帰る汽車の中で、主人公は、自分の前




























「私はすべてを予知してゐたやうに感じた。この瞬間をずつと以前から知悉してゐたやうに感じた」 いう、穏や なものだ 他愛のない会話をし歩いていると「一軒の厨口から びしょぬれ 家鴨が
一羽不器用に歩き出して、私たちの前をわめきながら溝ぞひにむかうへゆく。 」のを見て主人公は幸福感を感じている。まず、 「家鴨」だが、第二章で近江の腋窩にある豊饒な毛に圧倒された主人公は、その後「永いあひだ鏡 前に立つやうに」 り、 「私は自分も大きくなれば白鳥になれるものだと思ひ込んでいる家鴨の子のやうであった。 」という。この場面と照らし合わせて考えることが可能あろう。園子との関わりは、自身が正常な男性 ありたいという、いわば「白鳥」になるための試金石であった。 「白鳥 になることができず、以前主人公は「醜い家鴨の子」 ままで ことが表徴されている。
しかしながら、園子との再会が「幸福」なものであるのもまた確
かなことだ。園子は「奥さん奥さんしたところ」を感じさせず、変わらない優しさと大らかさを湛えており、主人公を母 代理のように安心させる。ただし、 「裸の女」という言葉を用い 彼女は最早処女ではない。しかも彼女が自分を恕して るよ に感じられ、許しがたい思いに駆られる。 に失恋したことで傷ついていなければならな のだ。そうでなけれ 、主人公の自意識のシナリオは、破綻してしまう らだ。
主人公は二、三カ月おきに、一、二時間何事もなく会って別れる




な日本の戦後の風景 なかにあるダンスホールに、主人公は園子を誘う。しかし主 公は、美しい肉体を持った若者に 視線が惹かれてしま のだ。一瞬園子 存在を忘れそ ったその時、彼女が「あと五分」と別れの時間が近づいている現実を告げる。その瞬間「私のなかで何かが残酷な力で二つに引裂かれた。雷が落ちて生木が引き裂かれるや に。私が今まで精魂こめて積み重ねて来 建築物がいたましく崩れ落ちる音を私は聴いた。私といふ存在が何か一種のおそろしい『不在』に入れ わる刹那を見たやうな気がした。 」という。
園子は主人公に性体験の有無を聞き、それは自分の知っている女
性だと最初から決めてかかってい こと 主人公 、 「彼女は自分が名前を知つてゐる女としか、私を結びつけて考へ こと 知らないの」だと、愕く。三島は「母は世間並みの女である。結局、母はすべてが人生のルール通りに運ぶことを望んだ」 述べている
⒁
。こ
れまで確認してきたようにルール通りにし 物事を考えることをしらない園子と母は同じような存在だ。 き ないで」と「露骨な哀訴」の調子で答える主人公は、園子を ど せ、結局園子からの承認は得ら なかった。どの に努力 しても決 て、母の望む人間にはなれ ことを深く悟っ のだ
おわりに
『仮面の告白』は、これまで見てきたように、母へのアンビバレントな思いが結実した作品だ。現実には一番息子の気持ちに寄り添っていた倭文重が、この作品を読めたのは、ここに込められた強い思慕の念を読み取ることが出来たからではないか。母の思いに答えようとして、母の求め 「人生のルール」に応じようとして、苦闘したその人生の軌跡がここにはあり、母恋いの物語といえるからだ。「空つぽの椅子が照りつく日差のなかに置かれ、卓の上にこぼれてゐる何かの飲物が、ぎらぎらと凄まじ」く反射している終わりの場面からは、 冒頭の産湯の場面と同じく、 水（飲み物）と日 光（日差し）があって 『仮面の告白』は「裏返しの自殺
⒂
」と述べている









































の中で主人公にとって聖セバスチャンはあるべき姿で「他者ではない『私』自身に欲望が向かっていた」と指摘している。 （ 「日本近代文学」一九八四年）また近江に対しても、近江にはなれない ら愛を諦めようとすることからやはり を介 の自分へ 欲望であり、自己愛とえる。 「ナルシシズムとは自己と対立する自分のイメージへの惚れこみなのだ。ナルシストはほんとうの自己ではなく のイメージを愛する」という指摘は主人公を言い当てたものとなっている。 （Ａ・Ｄローウェン
　
森下伸也訳『ナルシシズムという病い』新曜社
　
一九九〇年）
⒁
　「母を語る」 （ 「婦人生活」一九五八年）
⒂
　「 『仮面の告白』ノート」 （河出書房
　
一九四九年）
※三島の引用は『決定版三島由紀夫全集』新潮社による
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